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［略年譜］
一九二九（〇歳）

福井県福井市に生まれる（八月一九日）
一九四六（一六歳）

旧制 中学校卒業

旧制第四高等学校入学
一九四九（一九歳）

東京大学法学部に入 。

丸山ゼミに参加、東京大 学生新聞編集長を務める。
一九五二（二二歳）

東京大学法学部卒業
一九五二（ 二歳）

法政大学助手
一九五五（ 四歳）

法政大学助教授
一九六一（三〇歳）

法政大学教授
一九七一（四二歳）

『シビル・ミニマムの思想』で毎日出版文化賞受賞
一九七一（四二歳）

武蔵野市『第一期基本構想・長期計画』策定委員

武蔵野市「緑化市民委員会」委員
一九七二（四三歳）

『市民参加』 （編著）で第七回吉野作造賞受賞
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第三号

二
一九七四～七五（四四～四五歳）
 ロンドン大学（ＬＳＥ）在外研究員
一九七八～七九（四九歳）

朝日新聞「論壇時評」を担当
一九八六～ 八（五 歳）

日本政治学会理事長
一九九一（ 二歳）

『政策型思考と政治』東京大学出版会〔ＮＩＲＡ東畑精一賞受賞〕
一九九六～ （六七歳）

日本公共政策学会会長
二〇〇〇（七〇歳）

法政大学定年退職
二〇〇 （七〇歳）

法政大学名誉教授
二〇一五（八五歳）

逝去（五月六 ）
［著書一覧
（単著／編著・共著は＊印）
］
一九五九・六
　　　
『市民政治理論の形成』岩波書店
　　　　　
九
　　
『現代政治の条件』中央公論社
一九六〇・一〇
　　
＊『大都市における地域政治の構造』 （杉並区調査）

〔＋小森武、阿利莫二、高木鉦作、
 鳴海正泰分担執筆〕都政調査会
一九六一・一〇

＊『地域活動の手引』都政調査会編（共著）
一九六二・六

『現代日本の政治的構成』東京大学出版会
一九六五・四

『戦後民主主義 展望』日本評論社
松下圭一教授
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
三
一九六八・三

『現代政治学』東京大学出版会
一九七〇・一〇

＊『現代夫人問題入門』 〔編著〕日本評論社

編者論文「婦人問題の現代的構造」
一九七一・三

『シビル・ミニマムの思想 〔毎日出版文化賞受賞〕
一九七一・六

『都市政策を考える』 （岩波新書）
　　　　　
一二

＊『市民参加』 〔編著〕東洋経済新報社〔一九七二・第七回吉野作造賞受賞〕
一九七二・一 ～一九七 ・一〇


＊『岩波講座現代都市政策』全一二巻

編集委員〔＋伊東光晴、篠原一、宮本憲一〕岩波書店
一九七五・九

『市民自治の憲法理論』 （岩波新書）
一九七七・

『新政治考』朝日新聞社
一九八〇・

『市民自治の政策構想』 （一九七八・七九年朝日新聞論壇時評集 朝日新聞社
　　　　　
一〇

＊『職員参加』 〔編著〕学陽書房

編者論文「職員参加の意義と理論構成」
　　　　
五

＊『文化行政─行政の自己革新』 〔＋森啓編〕学陽書房

編者論文「自治の可能性と文化」
一九八四・一二

＊『都市文化をデザインする』 〔編著〕 （対談集）有斐閣
一九八五・

『市民文化は可能か』岩波書店
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
四
一九八六・七

＊『自治体の先端行政─現場からの政策開発』 〔編集〕学陽書房
　　　　　
八

『社会教育の終焉』筑摩書房
一九八七・五

『ロック「市民政府論」を読む』岩波書店
　　　　
一〇

『都市型社会の自治』日本評論社
一九八八・六

＊『自治体の国際政策』 〔編著〕学陽書房

編者論文「自治体の国際政策」
　　　　　
一〇

『昭和後期の争点と政治』木鐸社
一九九〇・七

＊『資科・革新自治体』編集委員〔＋鳴海正泰、神原勝、大矢野修〕

全国革新市長会・地方 センター編、日本評論社
一九九一・一二

『政策型思考と政治』東京大学出版会〔ＮＩＲＡ東畑精一賞受賞〕
一九九四・九

『戦後 治の歴史 思想 （ちくま学芸文庫）筑摩書房
一九九五・

『現代政治の基礎理論』東京大学出版会
一九九六・一

『日本の自治・分権』 （岩波新書）
一九九八・四

『政治・行政の考え方』 （岩波新書）
　　　　　
五

＊『資料・革新自治体（続） 』編集委員〔＋鳴海正泰、神原勝、大矢野修〕地方自治

センター 編集委員会編、日本評論社
一九九九・一〇

『自治体は変わるか』 （岩波新書）
二〇〇〇・一〇

『転型期自治体の発想と手法』 （北海道町村会土曜講座ブックレット）公人の友社
松下圭一教授
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
五
二〇〇二・一～五

＊『岩波講座自治体の構想』全五巻

編集委員〔＋西尾勝、新藤宗幸〕
二〇〇二・八

『都市型社会と防衛論争』公人の友社（ 『中央公論』一九八一＋解説）
二〇〇三・六

『社会教育の終焉［新版］ 』公人の友社
二〇〇三・八

『シビル・ミニマム再考─ベンチマークとマニフェスト』

（北海道町村 ・地方自治土曜講座ブックレット）公人の友社
　　　　　
一一

『市民文化と自治体文化戦略』

第九回「文化のみえるまちづくり政策研究フォーラム」基調講演、公人の友社
二〇〇四・二

『戦後政党の発想と文脈』東京大学出版会
　　　　　
四

『市民立憲への憲法思考─改憲 護憲 壁をこえて』ＣＩＶＩＣＳ（市民立法
1）生活社
　　
八

『転型期の自治体計画づくり』 ［ （一九九九）の 稿 （
T
A
JIM
IC
ityB
ookletN
o.2 ）公人の友社
　　
一二

『自治体再構築の市民戦略』公人の友
二〇〇五・七

『自治体再構築』公人の友社
　　　　
一二

『転型期日本の政治と文化』岩波書店
二〇〇六・七

『現代政治・発想と回想 法政大学出版局
二〇〇七・八

『市民・自治体 政治＝再論・人間型としての市民 公人の友社
二〇〇九・一

『国会内閣制の基礎理論（松下圭一 学論集） 』岩波書店
二〇一 ・八

『自治体改革＊歴史と対話』法政大学出版局
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
六
二〇一二・八

『成熟と洗練＊日本再構築ノート』公人の友社
二〇一三・六

『二〇〇〇年分権改革と自治体危機』公人の友社
二〇一四・一

『ロック「市民政府論」を読む』岩波現代文庫
【付記】 「松下圭一先生をおくる会」冊子より作成。
